(別紙１)

事業の実施内容及び成果に関する報告書

１　事　　業　　名

　　2023年度　女性アスリートの骨盤底筋の特徴と尿もれに関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助事業

２　事業の実施経過

　（１）　事務手続き関係

　　2023年　　　　４月　５日　交付決定通知書受理（４／１付）

　　　　　　　　  ４月１７日　交付誓約書・前金払申請書提出
　　　　　　　　　５月１６日　補助事業収支予算書変更届承認

　　　　　　　　　６月１日　補助金受領（3,000,000円）
                  ６月２６日　補助事業収支予算書変更届承認
　　　　　　　　　６月２６日　シール依頼書
　　　　　　　　　１０月２３日　状況に関する報告書提出
　　　　　　　　　１１月６日　補助事業収支予算書変更届承認
　　2024年　　３月　３１日　事業完了
５月　２９日　補助事業収支予算書変更届提出
補助金清算申請書提出
　　　　　　　５月　２９日　補助金返還（115111円）
　（２）　事業関係

　女性アスリートの骨盤底筋の特徴と尿もれに関する研究

2023年４月１０日　骨盤底筋測定機器の改善に関する打ち合わせ
　　　　　　　　　　　　４月１５日　骨盤底筋測定機器の旧バージョンをもとに形状を測定しやすいものに改善させるために設計を開始
　　　　　　　　　　　　５月１日　　備品発注のため業者とやりとり
　　　　　　　　　　　　６月１８日　佐賀県小城市　ゆめプラット小城　「さが妊娠・子育て応援キャラバン」のイベントで開発中の骨盤底筋測定機器の試作品を展示、デモを行った
　　　　　　　　　　　　６月２０日　技術開発協力者選考２名
　　　　　　　　　　　　６月２４日　予算変更検討
　　　　　　　　　　　　６月２５日　予算変更決定
　　　　　　　　　　　　７月１日　　新バージョンの骨盤底筋測定機器試作品作成開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　超音波画像診断装置の選択、見積もり依頼
　　　　　　　　　　　　７月３１日　新バージョンの骨盤底筋測定機器試作品完成・
予備実験実施
　　　　　　　　　　　　８月２６日　　超音波画像診断装置購入
　　　　　　　　　　　　８月２９日　西九州大学研究倫理審査承認（承認番号23KDD27）
　　　　　　　　　　　　９月１日　研究対象者リクルート開始

　　　　　　　　　　　　９月２７日　新バージョンの骨盤底筋測定機器完成
　　　　　　　　　　　　１０月１８日　データ収集開始
１１月２日　11th Interdisciplinary World Congress on Low 
Back and Pelvic Pain1 - 4 November 2023ポスター発表　オーストラリア　メルボルン
　　　　　　　　　　　１２月９日　佐賀県嬉野市コミュニティーセンター楠風館　「佐賀妊娠・子育て応援キャラバン」のイベントで骨盤底筋測定機器の紹介
　　　　　　　2024年　１月８～１２日　The 2024 16th IEEE/SICE International Symposium on System Integration　国際学会ポスター発表　ベトナム　ハノイ
　　　　　２月２４日　佐賀県鳥栖市　サンメッセ鳥栖　「さが妊娠・子育て応援キャラバン」のイベントにて新バージョンの骨盤底筋測定機器の紹介　　　
　　　　　３月２４日　佐賀県小城市　ゆめプラット小城「だいでんケアネットワーク健康フェア」にて骨盤底筋測定機器の紹介
　　　　　３月３１日　補助金事業完了

　

３　実施内容及び成果

　（１）　実施内容
　　　　①　骨盤底筋測定機器開発　予備研究
　　尿失禁などのトラブルは、心理的にも社会的にも産後女性の生活の質や育児に悪影響を及ぼし、社会復帰を妨げる。本研究の目的は，尿失禁の一因とされる骨盤底筋群の機能不全、特に結合組織（Fascia）の滑走不全（柔軟性の低下，組織間の癒着）を評価する新しい評価機器を開発することである。さらに，開発したシステムの信頼性，妥当性を明らかにすることも目的としている。本稿では、骨盤底筋群測定システムの開発を行った。
SYSTEM COMPONENTSについて、システム構成を図1に示す。 PCにUSB接続された単軸アクチュエータでZ軸方向に対して、骨盤底筋群の押し込みを行った。押し込んだ際にシステムが受ける弾性力をPCにUSB接続された3軸の力センサを用いて計測と記録を行った。
開発した測定システムを用いて、骨盤底筋群を臀部に接触した位置を初期位置として６０ mm押し込んだ際の骨盤底筋群の弾性力を計測できた。３軸方向すべてにおいて、押し込みの際にかかる計測データの記録ができていることが確認できた。また、骨盤底筋群の左右それぞれの状態を記録することができた。
　　　　②　女性アスリートの骨盤底筋の特徴と尿もれに関する研究
　（研究の目的及び意義）
競技力強化には怪我の予防・改善への取り組みも必要である。競技により、その競技特有の怪我や障害があるが、全ての競技に共通して、怪我予防に必要とされるのが体幹部のインナーマッスルの強化である。一般的にコアトレーニングとして呼ばれることもある。このインナーマッスルの中でも体幹・腹部中心においてインナーユニットを構成する腹横筋、多裂筋、骨盤底筋群の3つは重要である。この3つの筋群は上肢（肩関節～手部）や下肢（股関節～足部）ともに運動するときは最初に働き、身体中心をしっかり支え、上・下肢が協調的に働くために中心となる部分である。これらの筋肉において、筋収縮のタイミングが異なったまま運動を続けたり、一部に腹腔内圧を繰り返しかけすぎると怪我や障害などの異常が生じる可能性が出てくる。特にトレーニングや競技を通して、骨盤底筋群に対する繰り返しの過剰負荷により、骨盤底筋群の機能障害が発生し、尿もれや腰痛を発症する女性アスリートは少なくない。特に女性アスリートにおいて、トランポリンなどのジャンプ競技ややウエイトリフティングなどの重いものを持ち上げるような競技でリスクは高くなる。競技力強化には骨盤底筋群への過負荷を避け、尿もれや腰痛などの障害を予防し、適切に骨盤底筋群の機能を向上させる取り組みは重要である。 

この10年もの間、競技力強化にインナーユニットのトレーニングは欠かせないプログラムとして組み込まれてきた。しかし、高強度の負荷（過剰な腹腔内圧の上昇）で骨盤底筋群は機能不全を引き起こす可能性があることもわかってきている。その反面、骨盤底筋群の機能不全に関する研究は少なく、骨盤底筋群の強化は必要とされているものの、どの程度の負荷で、どのようなトレーニングが有効かは未だ明らかになっていない。また、なぜ競技により骨盤底筋群の機能不全を引き起こすのかについても明確な根拠は乏しい。特に女性アスリートの骨盤底筋群は生理周期によるホルモンの影響で筋収縮の程度や筋の状態などが変化するともいわれている。細かい筋肉の集まりで体表から見えにくく、収縮した感覚がわかりにくい部位でもあるため、トレーニングの指導にも難渋する。我々は骨盤底筋群機能不全の代表的な症状として尿もれに着目し、その骨盤底筋群の性質を捉え、機能不全のメカニズムを解明するために測定機器を開発している。この研究結果をもとに骨盤底筋群の機能不全の予防とその機能向上をはじめとしたインナーユニットのトレーニング方法を考案し、女性アスリートの競技力向上へとつなげていく。今回の研究では、競技力向上のための効果的な骨盤底筋群トレーニングを考案するための前段階として、機能不全をおこしているもの（尿もれあり）と、おこしていないもの（尿もれなし）を比較し、骨盤底筋群の硬さや筋や結合組織の滑走の特徴について明らかにする。
（研究対象者の選定）
対象人数：女性アスリート８名　（尿もれ群2名　コントロール群6名）

a.　尿もれ群
包含基準：
· 現役女性アスリート
· 20歳～40歳
· 尿もれ症状がある
除外基準：
・　うつ症状や不安症など精神的に測定やアンケートへの協力が難しい
　　　　　　・　パラアスリート
　　　　　　・　測定する1か月以内に病気（風邪以外）で医療機関の受診をした
　　b.　コントロール群
　　包含基準：
・　現役女性アスリート
・　20歳～40歳
・　尿もれ症状なし
除外基準：
・　うつ症状や不安症など精神的に測定やアンケートへの協力が難しい
　　　　　　・　パラアスリート
　　　　　　・　測定する1か月以内に病気（風邪以外）で医療機関の受診をした
（リクルート方法）
　　ちらしを作成し、各競技団体にちらしを配布していただくように坂本の研究室のパソコンからメールで呼び掛ける。同時に知人を通して、研究への協力を拡散していただくように依頼する。ちらしに研究概要の説明、同意書、基本情報のアンケートにリンクするQRコードを貼付し、ちらしを見た方が研究の概要がすぐにわかるようにする。
（研究の方法）
研究デザイン：横断研究　
方法：
a.基本情報・既往歴・尿もれに関する質問紙：Web　アンケート
b.骨盤底筋弾性力：骨盤底筋測定機器　
研究代表坂本（女性　本学講師・理学療法士）がセッティングを行い、計測する。

骨盤底筋測定機器を使用した実際の計測状況
　各課題5回ずつ計測する。

c.骨盤底筋の滑走不全：超音波診断装置
研究代表坂本が超音波装置の操作を行う。
神崎キャンパス　７号館　４階　生理機能室でパーテーションを設置し、個室空間を作る。
被検者は下衣を脱ぎタオルで骨盤周囲を隠し、検査者も含め、他者から測定している様子が見えないようにする。プローブの当て方を指示し、被検者に自分で当ててもらう。
測定肢位はベッド上背臥位。両膝軽度屈曲位で、プローブを自分で会陰部に当ててもらう。検査者（女性・大学講師・理学療法士）はパーテンション越しに指示し超音波診断装置の操作を行う。安静時、収縮時、怒責時の３つの条件を３回ずつ計測する。その画像を鍵付きUSBに保存する。

分析：統計分析ソフトSPSSを用いて、アンケートの基礎分析を行う。また、骨盤底筋の弾性力の解析結果と超音波画像診断の解析結果より、尿もれとの相関や尿もれあり群となし群との比較検討を行う。
結果：
現在、データ収集継続中であるため、正式な結果は後日論文と学会発表で公表する。
（これまでの分析結果）
対象者平均年齢：２９．５歳
競技名：トライアスロン、合気道、自転車競技、競輪
生理について：順調６名　不順1名　閉経１名
妊娠経験：あり２名（２回、４回）なし６名
尿もれあり　２名　尿もれなし　６名
尿もれ発生のきっかけ：高強度のレース（トライアスロン）、ジョギング
尿もれの頻度：１週間に２～３回１名、１週間に１回以下１名
過去1週間、尿失禁により社会生活はどの程度制限されたか（まったく制限されない：０～社会とのかかわりが一切なくなった：１０　（０～１０段階の選択））：
３/１０：１名　　８/１０：１名
尿もれが起こる状況：くしゃみ、咳や腹圧をかけた時

　　　　　　　　　　トレーニングを積んでる状況やレースが連戦で疲労感が高かった時は1週間に2〜3回(それ以上の時もあり)ありましたが、身体が休まってる(回復済み)状況では起こらない。
超音波画像診断：左右差あり３名　なし：５名
骨盤底筋測定機器：押し込み量　６cm４名　５㎝２名　４㎝２名
③研究以外の実施内容、社会活動
開発した骨盤底筋測定機器のデモ、展示をイベントで行った
2023年６月１８日：佐賀県小城市　ゆめプラット小城　「さが妊娠・子育て応援キャラバン」のイベントで開発中の骨盤底筋測定機器の試作品を展示、デモを行った。
　　　１２月９日　佐賀県嬉野市コミュニティーセンター楠風館　「佐賀妊娠・子育て応援キャラバン」のイベントで骨盤底筋測定機器を紹介した。

2024年２月２４日：佐賀県鳥栖市　サンメッセ鳥栖　「さが妊娠・子育て応援キャラバン」
のイベントにて新バージョンの骨盤底筋測定機器を紹介した。　　　

　　　３月２４日　佐賀県小城市　ゆめプラット小城「だいでんケアネットワーク健康フ
ェア」にて骨盤底筋測定機器を紹介した。
　　
　（２）　成　　果

　　　　
　①女性アスリートの骨盤底筋の特徴と尿もれに関するに関する研究

　　開発した測定システムを用いて、骨盤底筋群の左右の押し込み量と安静時、骨盤底筋収縮時、努責時の３軸方向に関する筋の弾性力を計測することができた。
　この測定機器を用いて、骨盤底筋群の弾性力の左右差、押し込み量の個人差、骨盤底筋収縮時の組織の滑走に左右差があることを確認できた。計測したデータ数が少ないため、尿もれと尿もれなしの骨盤底筋群を比較することはできなかったが、尿もれありの骨盤底筋群では筋の滑走に左右差があることが示唆された。筋の弾性力には個人差があり、尿もれなしの骨盤底筋群でも押し込み量が４㎝と硬いものも認めた。女性アスリートの尿もれはトランポリンなどのジャンプ競技に多いという報告が多かったが、今回の研究を通して、自転車競技（競輪、トライアスロンを含む）でも尿もれが起こりやすいことが示唆された。長時間、骨盤底筋群がサドルに圧迫されることや全身筋力の疲労により骨盤底筋群の収縮力が低下すること（高負荷の競技による）など影響により骨盤底筋群の機能不全を引き起こすのではないかと考える。これまで報告されていない女性アスリートならではの尿もれの原因や問題は多いのではないかと考えられた。
②ＪＫＡ補助事業としての効果
　　公益財団法人JKAの補助事業研究であることを示した研究のリクルートちらしを３０部印刷、配布、掲示した。また、インスタグラムなどのSNSにて研究協力者を募集した。ちらしやSNS拡散により１０００名以上の人が目にした。競輪のシンボルマークを表示したスライドを用いて、１００～３００名規模のイベントで、本事業でバージョンアップした骨盤底筋測定機器を４回紹介した。競輪のロゴマークや公益財団法人JKAへの謝辞を記載した学会ポスターを国際学会で掲示し、電子版抄録などを含め５０万名以上の研究関係者や学会協賛企業の関係者が目にした。研究室のホームページに公益財団法人JKAの補助金事業研究について示いし、１００万名以上の人が目にした。
（３）　成果を公表している研究者ホームページ
　　　　http://er.nisikyu-u.ac.jp/DYU0160?ri=176
（４）　ＪＫＡ補助事業バナーを表示している研究室ホームページ
　https://www.nisikyu-u.ac.jp/faculty/rehabilitation/
４　事業実施に関して特許権、実用新案権等を申請又は取得したときはその内容

特になし
５　今後予想される効果

　　女性アスリートの骨盤底筋の特徴と尿もれに関する研究
　　女性アスリートの尿もれ問題について、競技にあった原因を追究し、骨盤底筋機能不全の状態を明らかにするきっかけとなる研究であった。骨盤底筋群の機能について、これまで客観的数値として示すことができなかった弾性力について数値化し、客観的評価として表すことができた。このことから、女性アスリートの骨盤底筋機能不全の状態を新たな視点で評価できるようになる。また、この測定機器は評価だけでなく骨盤底筋トレーニングにも視覚的フィードバックを利用した機器として利用できる。尿もれはデリケートな問題であり、競技にも影響するため、女性アスリートの骨盤底筋ケアは重要である。そのケアを担う一つの機器として活用できると考える。今後は競技やトレーニングの現場で使用できるように簡易化し実用化を目指す。
６　本事業により作成した印刷物（研究報告書等）

　　　　国際学会ポスター　　　　２部
　　　　社会活動　イベントでの紹介用スライド　１部
　　　　研究リクルート用ちらし　　　　　　30部

　　　　
７　その他
　　該当なし
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